
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ-2.中課題 1-2 砂泥干潟域における母貝保護育成地造成技術の開発 
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Ⅳ-3 中課題１-2 砂泥干潟における母貝保護育成地造成技術の開発 

 

1. 技術開発の概要 

熊本県宇土市住吉地区地先に位置する緑川河口の干潟域は、底質は砂質であるが細砂の淘汰度が高 

1.1  技術の選定 

 本実証実験に採用した技術を表 38に示す。 

実証実験は、小課題（母貝育成技術の開発、母貝再生産技術の開発）ごとに、有効性が確認されている要

素技術を改良、採用し、漁業者自らが実用可能なアサリ母貝保護育成地造成技術を開発し、アサリの生産性

の向上を図るものである。 

表 38 採用した技術 

小課題 選定技術 位置づけ 実績 出典 

母 貝 育

成 技 術

の開発 

枠付被覆網 

(8mm目合) 

 

母貝の流失抑制、食害

防止 

作業性の向上 

 

平成 28 年度事業におい

て、生残率向上効果の実

績あり 

一般社団法人マリノフォーラム

21（2017）平成 28年度各地域の

特性に応じた有明海の漁場環境

改善実証事業報告書 

覆砂 

 

母貝の良好な成熟・産

卵 

生残率の向上と良好

な成長 

全国各地で実績有り 

 

水産庁（2008）干潟生産力改善の

ためのガイドライン 他 

採石散布 

貝殻等の混入 母貝の生残率の向上

と良好な成長 

平成 28 年度事業におい

て、貝殻等の混入物とと

もにアサリを移植するこ

とで、生残率が高く成長

も良好な実績あり 

一般社団法人マリノフォーラム

21（2018）平成 29年度各地域の

特性に応じた有明海の漁場環境

改善実証事業報告書 

母 貝 再

生 産 技

術 の 開

発 

枠付採苗装置 地盤に着生した初期

稚貝を流失・食害から

防止し、稚貝にまで成

長させた上で捕獲 

平成 30 年度事業におい

て、生残率向上効果の実

績あり 

一般社団法人マリノフォーラム

21（2019）：平成30年度有明海の

アサリ等の生産性向上実証事業

報告書 

枠付被覆網 

(4mm目合) 

稚貝の流失抑制、食害

防止 

作業性の向上 

 

平成 28 年度事業におい

て、生残率向上効果の実

績あり 

一般社団法人マリノフォーラム

21（2017）平成 28年度各地域の

特性に応じた有明海の漁場環境

改善実証事業報告書 
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1.2  実施場所 

実施場所を図 17、実験区の配置を図 18に示した。 

 

図 17 実施場所地図 

 

 
母貝育成技術の開発                  採苗装置の開発 

 

稚貝の成長促進技術の開発 

図 18 実験区の配置 

  

300m
地理院地図

電子国土web

佐賀県

長崎県

熊本県

福岡県

St.4

St.2

現状：アサリ漁場として未利用
環境特性：粒径が小さく淘汰、底質が動きやすい砂干潟

実験場所

17m

1
2

m

高地盤覆砂
（土嚢）

2m

混入物有り

混入物無し

砕石散布 原地盤

3m 3m 2m 3m 2m 2m

比較として網袋
飼育も実施

14.5m

5
m

1m      1.5m 1m      1.5m 1m      1.5m 1m     1m 1m 1m 1m 1m 1m

1,000個体/㎡ 2,000個体/㎡500個体/㎡

砂利散布

原地盤

1,000個体/㎡ 2,000個体/㎡500個体/㎡

9月より再設置

300m
地理院地図

電子国土web

St.4

St.2

条件の異なる
３箇所で実施

初期稚貝：着底有
稚貝：×

初期稚貝：×
稚貝：×

初期稚貝：着底有
稚貝：着生有

St.4’（覆砂域）
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1.3 今年度の実施内容 

 平成31年度の実施内容を表 39に示した。 

 

表 39 実施内容 

小課題 実験名 目標 仮説 検証項目 場所 実験概要 実施時

期 

母貝育成技

術の開発 

 

枠付被覆網

による母貝

育成実験 

アサリ母貝を枠付被覆

網で地撒き収容するこ

とにより、良好な成熟と

産卵を確認する。 

アサリ母貝は枠付被覆

網により地撒き収容す

れば、良好に成熟・産卵

する。 

群成熟度 

肥満度 

住吉地

先 

St.4 

流出対策技術（枠付被覆網）

を実施した上で、底質改善

技術（覆砂および砕石散布）

と収容方法（収容時における

貝殻等混入物の有無）の両

者を組み合わせた実験区を

設定した。 

実験区にはアサリ母貝を収

容（500 個体/㎡）し、良好な

産卵の確認と母貝の生残率

を向上させる実験を実施し

た。 

5 月～翌

年2月 

アサリ母貝を枠付被覆

網で地撒き収容するこ

とに加え、底質改善と収

容方法を検討すること

により、生残率:60％以

上/6ヶ月 

 

枠付被覆網による地撒

き収容方法で、底質改善

（砕石散布）と収容方法

（収容時における貝殻

等混入物の有：平成29年

度移植試験では生残率

が高かった）を組み合わ

せた実験区は他の実験

区に比較し生残率が高

くなる。 

生残率 

母貝再生産

技術の開発 

採苗装置の

開発実験 

地盤に着生した初期稚

貝を流失・食害から防止

し、稚貝にまで成長させ

た上で捕獲することに

より、3,000個体/㎡以上

の稚貝を確保する。 

 

 

最適な採苗装置（初期稚

貝を保護し、稚貝へ成長

させ確保する技術）の目

合いと設置期間を把握

することにより、各設置

場所における稚貝の確

保数が多くなる。 

設置時の初

期稚貝個体

数、 

回収時のア

サリ稚貝個

体数 

住吉地

先 

St.2 、

St.4 、

St.4’ 

枠付採苗装置の目合いは

2mm、4mm の 2 種類、設置

期間は1ケ月、2ケ月および

3 ケ月の 3 種類とした 6 通り

の実験区を設定し、稚貝を

採取する実験を実施した。 

6 月～9

月 

稚貝の成長

促進技術の

開発の実験 

稚貝の生残率 

50％以上、 

成長 

春仔10→25mm（3ヶ月） 

最適な育成密度により、

アサリ稚貝の生残率

50％/3ヶ月以上、成長10

→25mm/3 ヶ月が確保で

きる。 

生残率成長

速度 

住吉地

先 

St.4 

原地盤と砕石散布区で、育

成密度を 500、1,000 および

2,000 個体/㎡の 3 種類とし

た 6 通りの実験区を設定し、

稚貝の生残率と成長速度を

向上させる実験を実施した。 

6 月～翌

年1月 

 

1.4 技術開発工程 

 平成31年度の技術開発工程を表 40に示した。 
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表 40 技術開発工程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

計画・準備等

現地調整・手続き

調査計画

①母貝育成技術の開発

設置・放流 ○

モニタリング・メンテナンス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

設置 ○ ○ ○

モニタリング ○ ○ ○ ○

設置・放流 ○

モニタリング・メンテナンス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

共通項目(モニタリング)

物理、水質（2回）

底質、アサリ（4回）

初期稚貝（6回）

データ整理、報告書の作成

項　目　　　　　　　

②母貝再生産技術の開発
②-1採苗装置の開発

②-2育成環境向上技術の開発


